
035034

　自衛隊を退職した俺は、現職自衛官時
代にできなかった北朝鮮による日本人拉
致問題に取り組むため、平成20年に荒木
和博氏等と立ち上げた「予備役ブルーリ
ボンの会」の活動に本格的にかかわった。
　俺は、現役当時、国際テロ対策会議に
参加したおり、「日本政府が国際社会に
自国民の拉致被害を積極的に公表してい
るが、自国による救出行動はなぜとらな
いのか」とたびたび質問された。グリー
ンベレー留学時も、この話になるとよく
言われたのが、「北朝鮮が日本領土から
多くの日本人を連れ去ったのはひどい話
だということに同意はできるが、それを
何度も許し、その事実を知っていながら
何もしないことの責任の所在は日本自身
にある」ということだった。
　北朝鮮の元工作員であった安明進と直
接話して聞いたところ、北朝鮮の朝鮮労
働党中央委員会直属政治学校の工作員教
育では、実習科目として日本に潜入して
日本人を拉致していたという。何故なら
ば、日本は警備がほとんどないに等しい
ので、とても潜入しやすく、仮に失敗し
て日本の警察に捕まっても、すぐに開放
して北朝鮮に帰してくれるからだそう
だ。つまり、安心して拉致実習ができる
ということだ。ふざけた話だ。
　一般的に、外国からの主権侵害行為、
例えば航空機や船舶の領空領海侵犯等に
対しては、排除能力を有する国は直ちに
実力を行使して排除するが、排除能力を
持たない国は、自国の領空領海が侵犯さ
れてもその事実を公表しない。なぜなら、
主権を侵害された事実を表明しておきな
がら対抗措置を行使しないということに
なれば、それは自国に主権を保全する能
力がないか、能力があっても主権を保全
する意思がないということを国内外に知
らしめることにしかならないからである。
領域主権は絶対主権として国際条約によ
って規定されているが、それはあくまで、
当該国の権利であって、その権利を行使
するかどうかは、その国の意思と能力に

かかわる問題である。日本の場合、能力
がないわけではないが、領土と国民と主
権を保全する毅然たる意志がないので、
領空領海侵犯を何度でも繰り返される。
拉致問題も同じだ。拉致問題は、イラク
で起きた誘拐人質交渉と同様、基本的に
当事者間の問題である。北朝鮮側に拉致
問題の解決を強制できる国際システムは
存在しない。日本が主権国家として、その
権限を行使するかどうかという意思の問題
である。しかし、政府の方針は、「北朝鮮
に、拉致被害者全員の一刻も早い帰国を
はたらきかける」というものである。自分
の意思の問題であるにもかかわらず、相
手の意思に期待するというものだ。北朝
鮮のふざけた行為に、何も具体的な手を
打たない日本は、与えられた主権保全の
権利の遂行を自ら放棄しているのだ。
　俺は、拉致問題に長く関わっている荒
木和博氏と舎弟の伊藤祐靖氏にも声をか
け、日本政府に拉致問題解決をお願いす
るのではなく、国民主導でこの問題の解
決を図るべく活動を開始した。
　先ずは、独自に関連情報を入手するこ
とが必要である。そこで、予備役ブルー
リボンの幹事及び会員に、北朝鮮関連の
地誌、水路図・海図、気候・気象、自然
環境・植生・土質、政治、行政、司法、
施設、産業、放送・電波、交通、軍事、
空港・港湾、エネルギー、医療・衛生、
歴史・文化、言語、人物、そして拉致被
害者の所在地等々の情報収集担当を割り
当てた。また、そのための情報ソースの
開拓にも努めた。また、情報収集の対象
地域は北朝鮮だけではない。日本国内に
拉致を遂行し支援している組織や人物が
大勢いるので、そちらの情報収集も必要
である。そして、こういう活動を始める
と決まって、警察や自衛隊の自衛隊の情
報保全隊等がマークするので、そちらへ
のカウンター情報活動も必要になってく
る。
　次に、実際に北朝鮮工作員が、どのよ
うにして日本人を日本国土から拉致した

のかの手口を研究する為、日
本人拉致のシミュレーション
を行った。日本領土への上陸
潜入から、日本に所在してい
る拉致協力者との連携要領、
拉致するターゲットの選定、
実際の拉致行動、拉致者の隠
匿から北朝鮮への連れ出し、

事後処理等々一連の拉致行動を実際に行
い記録して整理した。さらには、拉致行
動をする北朝鮮グループとその行動に対
処する情報及び対処作戦グループに分け
ての対抗作戦シミュレーションも実施し
た。
　そして、これらの研究成果を拉致議連
の国会議員に説明し、予備役ブルーリボ
ンの会のシンポジウムを開催して一般国
民にも情報提供した。
　このシミュレーションは、現役時代か
ら取り上げてみたかったものである。日
本への特殊潜入自体は、特殊部隊の訓練
としてはあまり意味を成さないが、その
ようなシミュレーションを政府関係者あ
るいは政治家に視覚的に伝えることによ
り、通常の国家としてなすべき対策を促
したかったからである。
　それ自体が特殊部隊の訓練として意味
を成さないというのは、日本対する潜入・
拉致があまりにも簡単すぎるからであ
る。１コ連隊ぐらいががっちりと固める
海岸に潜入して、襲撃や破壊工作等直接
行動を取るようなシナリオなら訓練にな
りうるが、完璧に無防備な日本の海岸に
上陸潜入する行動は簡単すぎて訓練の対
象になる要素がみあたらない。つまり、
日本領土での侵入・拉致はそれほど容易
なことである。
　さらには、国内に極めて多数の協力者
が存在し、この者達が工作員の潜入から
拉致・北朝鮮への輸送を担っているのだ
から、こちらが作戦の主体であり、潜入
してくるのはお客様みたいなものだ。日
本国内にはスパイと呼ばれる外国への協

力者が野放しである以上、不法侵入も拉
致もやり放題である。
　日本の全ての海岸線を不法侵入から物
理的に守ることは困難だが、そうした不
法侵入者やそれに対する援助者を殺傷あ
るいは逮捕する実例を示すだけで、状況
は一変する。つまり、相手にとっては、
リスクがゼロである現状が30％のリスク
を負うことになるだけでも、常にそのリ
スクをカウントしなければならなくなる
ことから、拉致実行は相当に慎重になら
ざるを得ない。また、そのためには、よ
り高度な訓練や資器材が必要となりコス
トがかさむことになる。現在は、侵入・
拉致あるいはそれに協力する側にとっ
て、リスクも無ければコストもかからな
い状態だ。失敗しても、全く問題が生ぜ
ず、｢次はうまくやろう｣といった程度だ
ろう。まずは、この状態を解消しなくて
はならない。
　拉致問題解決が多くの国民の支持を得
ている今の状況で、これに反対を唱える
者は外国勢力の傀儡か協力者であること
ぐらい誰の目にもわかるだろう。とりあ
えずは、誰が外国勢力の傀儡で協力者で
あるのかを国民の目前に浮き彫りにする
ためにも、あらためて「拉致問題解決の
ためのスパイ防止法」あるいは「拉致防
止のための領域警備法」等国会で審議す
るのがいい。
　次に実施したのが、自衛隊による拉致
被害者救出作戦のシミュレーションであ
る。政府も国会議員も、はなから自衛隊
による拉致被害者の救出などそんなこと
はできないとして、拉致問題解決のオプ

ションから自衛隊の活用は排除してい
る。そして、外交でだめならもう終わり。
あとは、ブルーリボンバッチをつけて北
朝鮮を批判して、国民には頑張っている
ふりをするだけの「やるやる詐欺」で終
始する。こんなことでは、この問題は一
歩も前に進みはしない。
　さいわい、予備役ブルーリボンの会に
は、元陸上自衛隊特殊作戦群の俺と元海
上自衛隊特別警備隊の伊藤祐靖氏がそろ
っているので、人質救出作戦に関しては
プロとしての知見がある。軍事的にどう
すれば拉致被害者の救出作戦が遂行でき
るかのシミュレーションはお手のもの
だ。陸・海・空自衛隊の持てる能力を活
用すれば、拉致被害者の救出は可能であ
るということをいくつかのパターンでシ
ミュレートした。もちろん。単純に、作
戦が可能か不可能化だけではなく、仮に
作戦が可能としても、これによって生じ
る政治的なリスクについても分析した。
そして、作戦を実行する場合、作戦部隊
指揮官と政策決定者間で、政治的リスク
の許容範囲、処置対策の妥当性等につい
て事前に認識を共有するための政軍関係
メカニズムの在り方等についても検討
し、その成果を国会議員等に提言した。
最近では、伊藤祐靖氏が『邦人救出—自
衛隊特殊部隊が動くとき—』（新潮社刊）
という本を書いて、そのシミュレーショ
ンの一部を小説として紹介している。
　この自衛隊による拉致被害者救出作戦
の内容を、予備役ブルーリボンの会の公
開シンポジウムで紹介した際に、拉致被
害者のご家族から「うちの家族のために、
自衛隊の皆様が犠牲になるようなことが
あっては申し訳ない」というお話を伺っ
た。俺は即座に答えた。「俺らは、その
ために存在するプロの集団です。もし、
救出作戦で俺らの誰かが死んだとした
ら、それは、俺らがプロとして実力不足
だったということです。拉致被害者の方
やそのご家族が心配する必要はありませ
ん。日本人を救出する作戦を遂行出来る
ことは、俺たちにとって名誉なことです
から」と。
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シンポジウム「予備役ブルーリボ
ンの会」の動画からの画像。筆者
（右）と、田母神俊雄氏（左）。

現職自衛官時代、防衛庁防衛局戦
略研究室に勤務していた折、米国
国防省ネットアセスメント会議で
報告するために「統一朝鮮が地域
安全保障に及ぼす影響」と言う戦
略論文をまとめた。この論文は、
ネットアセスメント手法を取り入
れた戦略論文で、朝鮮半島が統一
した場合、客観的に可能性のある
全ての戦略環境を比較分析し、そ
れを総合評価して、我が国にとっ
てもっとも望ましい極東アジアの
戦略環境は何かと言うことを整理
したものであった。

自衛隊経験者および予備自
衛官の集まりである予備役
ブルーリボンの会は、北朝
鮮から日本人拉致被害者の
奪還を視野に入れ、あらゆ
る方向から実現へと努力を
重ねていく。

筆者の発言を聞く伊藤祐靖氏（右）。
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